
BIOS、IPMI適用手順書 

 

更新日：2018 年 07 月 19 日 

 

はじめに  

 

株式会社ニューテックは、本書に記載された製品の適合性、暗黙の保証、運用における損害、 及び、本書

の使用に関連した損害について責任を負いかねます。 

 

本書に含まれる内容は予告なく変更される場合があります。 

 

【対象製品】 

CloudyIII NASシリーズ(LC を除く) 

CloudyIII Plus 

CloudyIII-SRV シリーズ(AP8000 を除く) 

 

【ご用意頂く物】 

・マウス 

・キーボード 

・モニター 

・USB メモリ（8GB 未満を推奨） 

 

【事前準備】 

・弊社Webサイトより最新のBIOS、IPMIファイルを取得して下さい。 

・USBメモリをDOS起動用として作成してください。 

 

【注意事項】 

・IPMI(BMC)をご利用されていない場合でもBIOSとIPMIは必ずセットでアップデートして下さい。 

・機器の基本的な操作につきましては製品マニュアルをご参照下さい。 

・IPMI、BIOSアップデート中の電源断、強制再起動は行わないようにしてください。故障の原因となります。 

・BIOS、IPMIのアップデートにはOSをシャットダウンする必要があります。 

・アップデートの順番はとくにありません。IPMI、BIOSどちらから実施しても問題ありません。 

 

 

 



【DOS用USBメモリの作成】 

注意 (利用上の責任) 

「本書で紹介する Rufus(ルーファス)のソフトウェアは例として記載しておりますが、該当ソフトウェアの動作、安全

性についてのサポートおよび保証を行うものではありません。 

フリーウェアのダウンロード、利用に関するリスク、運用と結果につきましては、当該ソフトウェア使用者の責に帰 

するものであり、その結果発生したいかなる損害において、株式会社ニューテックは補償をいたしません。」 

 

(手順) 

1)USBメモリをクライアントPCに接続します。デバイスとして認識していることを確認して下さい。 

2)フリーウェアソフト：Rufus を実行し、起動させます。(USBメモリが認識していることを確認して下さい。) 

 

4)設定項目 

パーティション構成とターゲットシステムの種類 ：MBR BIOSまたはUEFIコンピュータ用～ 

ファイルシステム    ：FAT32(デフォルト) 

クラスタサイズ    ：4096バイト(デフォルト) 

新しいボリュームラベル   ：任意 

フォーマット設定 

-不良ブロックを検出します   ：なし 



-クイックフォーマット    ：有り 

-ブートディスクを作る    ：有り 

-機能拡張されたラベルとアイコンファイルを作成します ：有り 

-1パス 

-freeDOS 

高度な設定    ：デフォルト（チェックなし） 

 

5)4の項目をセットし、「スタート」ボタンを押します。 

(※USBメモリ内のデータは消去されますのでご注意下さい。) 

6)準備完了のステータスを確認し、閉じるのボタンを押して終了させます。 

7)DOS用のUSBメモリが作成されます。 

8)USBメモリを開き、以下のファイルが格納されていることを確認して下さい。 

 

 

 

9)USBメモリにIPMI、BIOSのファイルをUSBドライブ直下に格納します。 

（下記図：CloudyⅢ 2U/4U用） 

 

以上で、準備完了です。 



【IPMIアップデート】 

※アップデート後に設定値がデフォルトに戻りますのでご注意下さい。 

※アップデート前にBMCにログインし、設定情報を画面キャプチャ、又は、設定情報のメモを残すようにしてくださ

い。(IPMIの設定ファイルの保存、リストア機能は使用しないでください）。 

※アップデート後、IPアドレスがDHCPに変わりますので、ご注意下さい。 

 

（手順） 

1) OS をシャットダウンしてください。 

機器が停止していることを確認し、DOS起動用のUSBメモリをUSBポート2.0に接続して下さい。 

(USBポート2.0につきましては、各製品マニュアルを参照してください。) 

 

2) 機器電源ボタンを押し起動させます。 

RAIDコントローラのイニシャライズ後に、NTC ロゴが表示されたタイミングで<F11キー>Boot Menuを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



3)USB メモリを選択します。 

 

 

4)USB メモリより FreeDOS が起動され、キーボードの選択画面になります。 

任意のご利用しているキーボードを選択して下さい。 

(※下記画面は DOS用の USB メモリの作成方法が違う場合は表示されない場合があります) 

 

 

5)以下の画面表示なることを確認します。 

 

 

 



6)コマンド dir を入力して、ファイル一覧を表示させます。 

次に、IPMIの実行バッチを起動させます。 ここでは Cl3ipmi.bat 

 

 

7)IPMIのアップデートが実行され、完了するまで待ちます。(目安：3 分～10 分) 

8)画面に「Update Complete～」と表示されると、完了となります。 

機器の電源ボタンを押して、OFF・ON して下さい。 

 

 

以上、IPMIのアップデート完了です。 



【BIOSアップデート】 

※CloudyⅢ(Plus/SRV含む)のBIOSでは、工場出荷時に以下の設定がされています。 

BIOSアップデート後、下記の設定、確認を行って下さい。(設定方法は後述に記載しています) 

 

・CPU C State Control→Package C State Limit [C6(Retention)state] → [C0/C1 state] 

 

※UPSをご利用のお客様でサーバが通電すると自動で電源が ONになる設定を BIOSで行っている場合は、 

再度設定を行って下さい。 

BIOS設定箇所：DELキー ⇒ BIOS画面にログイン ⇒ Boot feature ⇒ Restore on AC Power Loss ⇒ 

Power ON ⇒ Save&Exit ⇒ Save changes and Exit 

 

（手順） 

1) OS をシャットダウンしてください。 

機器が停止していることを確認し、DOS起動用のUSBメモリをUSBポート2.0に接続して下さい。 

(USBポート2.0につきましては、各製品マニュアルを参照してください。) 

 

2) 機器電源ボタンを押し起動させます。 

RAIDコントローラのイニシャライズ後に、NTC ロゴが表示されたタイミングで<F11キー>Boot Menuを押します。 

 

 

 



3)USB メモリを選択します。 

 

 

4)USB メモリより FreeDOS が起動され、キーボードの選択画面になります。 

任意のご利用しているキーボードを選択して下さい。 

(※下記画面は DOS用の USB メモリの作成方法が違う場合は表示されない場合があります) 

 

 

5)以下の画面表示なることを確認します。 

 

 

 



6)コマンド dir を入力して、ファイル一覧を表示させます。 

次に、BIOSの実行バッチを起動させます。 ここでは FLASH.BAT 

 

 

7)BIOSのアップデートが完了すると画面に「-Update success for～」が表示されます。(目安：3分～10 分) 

ここで電源を、OFF し、電源のコンセントを外してください。 

 

 

 

 

以上、BIOSのアップデート完了です。 



【IPMI、BIOSバージョンの確認方法】 

1)BMC のシステム – サマリーより確認できます。 

ファームウェアのリビジョン＝IPMIのバージョン 

BIOSのバージョン：BIOS のバージョン 

 

 

2)BMC をご利用していない場合は、BIOSにログインし、以下の箇所で確認できます。 

 

 



【BIOS設定・確認手順】 

1)以下のロゴが表示されましたら、<DEL>キーを押してください。 

 

 

2)BIOS画面にログイン ⇒ CPU Configuration を選択します。 

 

 

 

 

 



3) Advanced Power Management Configuration を選択します。 

 

 

4) Power Technology [Energy Efficient] → [Custom] になっていること確認します。 

 

 

 



5)CPU C State Control を選択します。  

 

 

6) Package C State Limit [C6(Retention)state] → [C0/C1 state] に変更します。 

 

 

 

7)Enhanced Halt State(C1E) → [Disabled]になっていることを確認します。 

有効化されている場合は、無効化に変更して下さい。 

 

 



8)次の設定は、CloudyⅢ NAS 2U/4U モデル、iX搭載モデルのみ実施して下さい。 

Advanced ⇒ ACPI Settings を選択します。 

 

 

9)NUMAの設定を [Enabled] ⇒ [Disabled]の無効化に設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



10)BIOSの TOP画面まで escキーを押して戻ります。 ⇒ Save & Exitをクリック。 

 

11)設定を保存しますか？ときいてきますので、「Yes」をクリックします。自動で再起動がかかります。 

 

 

 

以上で設定完了です。 
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